
拒 俄 学 生 軍 を め ぐつ て

永 井 算 巳

(信州大学丈理学部)

1ま え が き

清末に於ける中国留 日学生の動向については,そ れが背負 うた民国革命 史上に占める

歴史的意義の重要さの故に,か ねて,わ た くしの関心をぴ くところであつたが,さ きに

所謂清国留学生取締規則事件にその手がか りを求めて実態の究明を試みてい くうちに,

当時の日本文部省当局の談話や清国留学生界の声明が ともに否定もしくは副次的いみ し

かもたぬかの如き印象を与えているにかかわ らず,こ の事件の奥底に,光 緒31年 夏,東

京で結成された民族共和革命統一戦線 としての中国革命同盟会の存在がはなち難 くか ら

み合つているとい う事実をさぐりあてることが出来た。 とい うのは,単 に,同盟会員た る

陳天華の大森海岸投水憤死事件があつたか らとい ういみか ら許 りでなく,更 に張文嚢公

全庵 編 の 「致麟 錫齢 糊 礁 台済醐 飴 賜 林飴 」にいう「密か・学生嘱 醗

さぐるのにこれは孫文の逆党が煽動して丈部省令に抵抗することに名を借Pた もので,げ んに死党

三四百人凶器 聖携えて脅衆 し上海租界をかくれ蓑 として革命を実行し,聚 衆事をお こすべく上海の

同志 と連絡 し,長 江一帯の会匪も之に参加している」 とか 「学生のうちには孫文に煽惑されている

者があP目 に排満革命の説を学生間に遊説し,同 党五百人が糾察隊を組織して従わぬ者は暴力で脅

迫 し,公 使楊枢を乱殺することによつて八千余名の留 日学生を皆大逆に陥れて帰国 を不能 とし,終

には彼等の用つまり革命へか りたてようとしている」とか の死党や糾察隊 が,日 本諸新 聞に所

謂敢死会 をさす ものであ り,そ の糾 察員が概 ね私費留学生 の急進派 であ り,排 満革命説

を高 唱 してや まぬ 「孫 文 の逆党」乃至は 「煽惑j学 生 に外 な らなかつた こと,而 も,こ れ

榊 絞 渉蝋 甥 九。 の「出使躰 国大・楊糠 騨 生騨 纏 彫 摺」綱 挙された処分

要請学生十九名が,同 盟会幹部たる宋教仁,田 桐以下,韓 汝庚 胡瑛 呂復 簗融 保

衡 曾運樋 ～馬壮猷 聾国燈 聾国輝 王克家 向佐周 朱剣菱 盛儀 劉隷英 襲凌

駿 薦世駿 藍永藩 とい う顔ぶれであつたこと,及 び,光 緒31年10月 戊辰に公布をみた

きびしい革命取締 りの上諭が,そ の内容にて らして中国革命同盟会を具体的対象 として

いた ものと推論出来 るところか らなのであつた。 ところで,そ の後,北 京政府をしてか

くまでも不安にむかわせるに至つた所以を留日学生界の動向との関聯に於て辿 りっづけ

てい くうちに,わ た くしは,義 和団裏件を契機にあ らわ となつた ・シヤ帝国主義の満洲

侵圧にレデスタンスしようとした清国留学生界の拒俄義勇隊編成の動きとこれをめぐる

北京政府 との対立 とい う興味あるひ とつの出来事に出会つた。

貧 しくはあるが,本 稿は,そ うした事件を主軸 としつつ展開された日露開戦の前夜,

っまり,光 緒29年 から30年にかけての清国学生界の動向を孫文革命 との関聯に於てあと

づけようと意図したものに外な らない。

莱信州大学助教授
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2　拒俄学生軍の編成と北京政府の局外中立宣言

　ロシヤ軍隊の満洲撤退について，光緒29年3月，突然，七項目に及ぶ新要求が前年調

印された協約規定に反して・シや側から要求されるに及び，漕国内部の輿論のみなら

ず，事態は俄かに国際的緊張をもたらし，明治三五年一月，日英同盟を結んでかねてか

ら満洲に於けるロシヤの動静に監視を怠たらなかった日本政府の英米両国との協同によ

る厳重な警告の発動をみ，その警告に接した北京政府が，ロシヤ公使に対して要求の全

面的拒絶の旨を回答するところがあったにも拘わらず，・シや側は容易に承引せず，蚊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る
に北京政府は窮地へと追込まれるに至ったのであるが，当時こうした祖国の現実を痛憤

した留日学生は，直ちに「赴敵致死」の学生義勇軍を編成すべく決議し，・シヤの要求

を拒否するか然らずんば決戦すべき旨を北洋大臣三世凱に打電し，併せて，ゴかれら学生

駒繊耐す曲論乞うと・ろカ・あった．新購報（劉の「鼎」は右の事髄

略述した後，問題の学生軍の組織内容を紹介して次の如くのべている。

　第一　定名　学生軍

　第二．目的　拒俄

　第三　性質　（甲）代表国民公憤　　（乙）担荷主戦義務

　第四　体欄　在政府統治之下

　第五　組織　（甲）本部職員　　（乙）難中職員

　　本部職員　部長一人　経理掛長一人　書記科長一人　蓮動掛長一人　参議掛長一人　其余運

　　　　　　　動員　経理員　会計書記　参議等均無定員

　　　隊中職員　隊長一人　副隊長一人　分隊長三人　特務長一人　参謀員毎十人選一人　計編全

　　　　　　　隊為一中隊

　第六　会議　為全軍之総機関　其議員以二種人員組織之　（甲）本部部長及諸科長　（乙）隊中

　　　　　　隊長副隊長　分隊長及特務長　会議中応立議長一人　臨時選定

　第七　軍紀　（甲）謹製秩序　（乙）服従命令

　第八　簿款　（甲）出発款項（竿先蓮動　臨時取款）　（乙）尋常款項（学生義務揖　特別掲）

　第塊1講習　（甲）操習　（乙）正課負目均各一時以上

　第十　出発　倹特派員得確実警鮮血信之後即行出発

　第十一　解隊　（甲）目的已降　　（乙）目的消滅

　第＋二　附則　（甲）編隊秩序，毎日照常在目上課課余編現至講習所講習

　　　　　　　（乙）退校次序，昌昌既有定期，即当報告監督及校長退学

　つまり，学生軍とは，国民の公憤を代表してツアーリズム。・シヤの満洲侵圧に抵抗

すべく留日学生界を母体に組織された愛国的主戦論の先鋒隊ともみなすべきもので，鵜
　　　

自由によれば，二三建、葉瀾　秦㌶塗らが発起人となり，各省学生五百余名をあつめて

神田三三館に大会をもち，回天蔚を隊長として日汝操練する手筈をととのえたのであっ

たという。してみれば，既に，日本亡命の直後より，清議報によって「瓜分危言」「亡羊

録」をものし「論近揖国艮競争之大勢及中国前途」「中国積弱罪源論」を発表して「少年申国」の

前途のために国民元気の振作を高侶し，愛薗と独立と自由とを鼓吹すべく活磯な論陣を
　　　　　　　　　
張っていた梁啓超が，区区たる学生軍の「拒俄」という目的達成についての実効性をわ

らう否定的見解に反論を加えて，「学生，義憤にかられ熱誠に動き奮然一死をもつて国に報ず，
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これまことに我国入柔弱の積習を振い中国入に愛国心なしとの恥辱を雪ぐに足る」と論評しつつ，

よしんば，事に於て具体的な実績をもたらし得ないとしても，国入に敵粛心を振起さぜ積

弱の気を一洗するといういみに於てうるところ多大である。国のよってたつ所以は「血

気」のみ，我国入をして悉く日本留学生の如くならしめば「俄，強なりと難も何ぞ曾て

畏れんや」と称揚おかなかったものも，蓋し故なしとはしないのである。この学生軍編

成以後喋瀧ついては曲論報（筆33）カ・「鞭大獄」・・濾出鵬「某某二看」

が裳世凱に面接要請すべく特派されたところ，蓑世事は葉祖珪に命じて沿岸警戒のため

北洋艦隊を出動させる物物しさで彼等に対し，仁君の「謀叛など到底企て得ない」との

釈明で漸く警戒をとく始末であったよしを伝え，且つ，治世凱のかかる態度は，由来す

るところ駐日公使察鈎の飛電によって端方が「学生ら名は拒俄たるも雲は革命を図る，

沿海を戒厳し逆党を厳掌せん」ことを急ぎ沿海各省督撫に手配したのによると報じてい

・．右の横難・漉「靴逸螺擶収の「蜘や「当代名曲酌の騒

蜘の条に併考するとき，大体に於て，疑い得ない事実とすべく，特派員たる某某二君

も，湯爾和，鉦永建の両名であったことを明白にしうる。かくして気負いたった留日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴレ
学生の心内は一切拒否され，公使薬鈎の依頼をうけた日本政府の手で解散を命ぜられ

るに至ったのである。周知の通り，日露の開戦は，その手段方法に於七内部に意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
の相違があったにしても　「奉天三十年」の著者の生・々しいi現地報告からも伺える如

く，満洲の永久占領をめざすツアーリズム。・シヤの侵略政策が義和団事件以来「シナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エユ
は崩壊しつつある。・シヤはその別け前に与る権利がある」と豪語しで犀らぬ態勢へと向い，

ベゾブラゾフの主張が奏功してアレキシエフが極東総督に就任するに至って武断派の主

導権は決定的となり，地袋交渉たついても，さきの提案七条にかえて，更に，新規五力

条をつきつけて北京政府を脅かし，やがて，寂静江をこえて韓国内部に侵略の養老をむ

けるという：事態をひきおこした。かくして，ここに「帝国ノ防衛ト経済的活動」とを二

大政綱とし「北ハ韓国南ハ福建ノニ零露於テ大陸ト最：モ緊切ノ関係ヲ有ス」る「帝国」にとっ

て，このままに事態を放置すれば・シヤの満洲に於ける地歩が絶対不動となるのみでな

く「多年該半島二扶植セラレタル帝国ノ勢力ト利益トハ支持スルニ由ナクソノ結果津田帝国ノ存

立ヲ危殆ナラシムノレ迄二推移スベキや疑ヲ容レズ」と見通されるが故に「韓国ノ安全ヲ計り随

テ又満洲二於ケル露国ノ行動ヲ可成条約ノ範囲内二限リ之ヲシテ韓国ノ安全二影響スルコトナカ
　　　　　　　　　　　　　れ
ラシメ」るべく決意した日本政府との間に，所謂小村・ローゼン会談をみることとなり

迂余曲折のあげく交渉決裂して明治三七年二月十日の宣戦布告となったわけであるが，

ここにいう朝鮮半島に扶植した多年にわたる帝国の勢力と利益なるものの実情が，客観

的にみて，所詮は「空威的飴細工的与国主義」にすぎず「軍人的帝国主義」でしかなか
　　　　　　　　　　　　　　　　おったことは，当時はやくも輔無力糊妬したと・ろであり藩気歯応儒5月）の

某外国人の書簡も批判している通り，資本の貧困は京心線敷設の完成すら不可能のまま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねに敬置するという有様なのであったが，「強大帝国主義に従属せる帝国主義」と井上濡に

よって性格づけられる当時の「日本」政府は，ツァーリ・ズムeロシヤのありかたを’F帝

国ノ存立」にかかわる脅威とみ，英米両国の強力な財政的外交的援助にささえられつつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユち
「露国麿懲⊥を呼号して決戦へと突入したのである。
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　事情かくの如くであったが故に，この聞に処する北京政府の態度は微妙複雑であって，

その消息を♪順天時：報（672号）は

「日．守戦事中起，盈庭聚訟，民間紛紛，街談巷議，遣外入心怪惑，有封孔聯日鼻茸，乗掛収回東三省

者，有謂宜居剛非解，転化干粛為玉取者，亦有耳語西幸長安，或南都荊楚金陵，以安王室者，造

　後配甘塩諫阻西前，明詔宣示中立，廟議始息・人心始安」

と報道しており，薪民叢報（第40，41号）も，各省評議に発した政府の訓電をあげて

「本処近接出世大臣胡三態公使電称，日工協商之挙，恐無成局，一旦決裂，我国若守局外，未免有

　負日本美意，若遽照日与俄国抗拒，則，兵力又恐不足，且，万一戦敗，後患更不堪設想，如何処

置，割物貴処統簿全局，調製所見，職工入奏云云」

と云い，これに応じた各省督撫の電奏を当局が「会葦折衷」して密摺上聞したこと，又

西幸の巷説についても「議官歯固」の見出しで，某言官がその不可を三三し西太盾も西

畑の意思なき旨をこたえたと述べている。

　ここに報道されたもろもろの事実が，可成りに信用すべき確かな事実であったこと

は，例えば，清興外交史料に「使二胡胆略奏臼俄戦局遅速必出於和中国宜亟簿応付摺」（巻178）

「使日置枢致外部小村言日射万一決裂願中国中立電」、（巻180）とがあって唐揚電称の内容を

さ⑭うべく堅陣渉開墾八七に「雛処搬靴漱鰍舘擁倒があって政
府当局の齢路地方今への訓令の蹄をみること力咄茄甦凍華続騰鯉
所収十二月の条に，御史注鳳池が西巡の説を軽卒に陳奏したかどで申筋され且つ爾後妄

りに謡言し℃衆を困惑する者を厳掌懲平して．人心を靖めようとの諭旨がくだっているの

によって首肯されてよいと思う。この前後に奏陳された多数の意見が果してどの様な主

張であったかについて，試みに29年11月30年2月の間の上奏を列挙すれば

・儲撫丁振鱗轡纐職繊中国陸田其薦速難以髭罷嵯轡型）
。院撫誠勲奏中立難久辺防益亟擬請東三省速簿練兵摺（同上）

。箏四悪春燈致外部日俄開戦宜乗勢収回東三省（同上）

。直督蓑世馴致外部日已宣戦請判布告中立条規電（同上）

。至宝碕胡聖徳張徳舞揚兆望致外部日可用兵瀬野変法電（同上巻一八二）

・離大醜酒断軍備請代魏（雄藩隻昊勢

。御史露寒密請願頒局外中立規条片（同上巻68四九九四）

。甘甘軌道副都御史張出齢磁針局外善後事宜摺（同上四九九六）

。翰林院侍講学士楊捷耳条陳時務摺（同上四：九九七）

。工科掌印結事申謝希鐙旗日俄戦局必和亟口先事予自演回東省鉄路以復主権摺（同上五〇〇八）

。出血風面大臣揚兆直奏中立無援亟宜簡派専使歴聴有約各国以重邦交掴（同上五〇〇九）

などがあり，変法を請うもの，東三省の虫食をいうもの，孤立無援を懸念して白話の重要

さをとくものとさまざま．ではあるものの，一貫して流れる基調は局外中立論と云えよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
が而も，このような局外中立論の奥底に軍機処のいう「日俄開鱗，中国不能不局外中立」

とみる一種の諦観がひそんでいたことを見逃すべきではあるまいと思う。従て，光緒29

年美2月27日に発業られた局外中立宣言とこれに附髄した斉省督撫へのいかめしい戒告や

中立規定の頒布も，実は．．明治三七年二月一九日づけ日本官報の「清国中立二関スル要

報18輔季腋蜘＝li9所収の融使揚枢の外瀦宛蚊贈＝炎三脚舞
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公使無熱徳の電奏などから知られる如く，北京政府の自主政策のもたらした成果であっ

たと云うよりは，むしろ，座本政府の積極的な働きかけに促がされた帰結とよぶのがふ

さわしい。だから，留日学生界の動きに対しても，そうした北京政府の日和見的態度が

反映し，例えば，日露の開戦に際して留日学生の有志が日本軍への従軍志願をしたとこ

ろ公使揚枢によって慰撫され，なおも在日華僑と提携して義損金募集運動を意図したと

ころ，これ又，直ちに阻止されたと順天時報（601号）に伝えられており，その場合，公

使揚枢の依拠としたのは，勿論「本国民入は戦争に干預し兵役に往湿するを得ず」以下

十一項目に及ぶ中立条規の禁止事項の適用ではあったものの，その背後には，若し・シ

ヤが問責した場合措辞に窮するからとする前任公使二三の政治的配慮が西太后を動か
　　　　　　ユ　
したという事実が介在していたのであって，ここにも我女は，開戦のはじめに於て動

揺する北京政府の不安な心情をみることが出来るであろう。ところで，北京政府の局外

粒という三三定には，以上の疇両国に対する国際的礁の外に凍三三撲望

の「十二月辛亥の諭」及び「丙子の諭」に言及されている通りン各省の匪徒が妄りに謡

言を流布し機に乗じて乱を作さんとする不穏な国内事情が孕まれていたのであって，そ

の著しい例証としてわれわれは29年3月に於ける上海紳商の広西巡撫王之春弾劾事件を

あげておきたい。これは1規模に託て広西三省とその近隣に波及した29年度の大暴動で

あったのみか，その性格が巡二王之春，提督蘇元春湯寿銘希賢をはじめ大量の地方

官が責任を問われて二二処罰され，これに代った広西総督容春燈，貴州提督馬子材らの

努力にもかかわらず，暴動の平定は容易に進捗せず，峯春燈自ら再三上奏した程に「二

二の腐敗」をさらけ出し，更に，王之春の借兵借款に起因するフランスの干渉がこれに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
からむという重複する政治問題を内包していた広西の暴動について，之を痛憤した広西

二身の上海紳商三四百名が3月28無冠園に抗議大会を開いて王之春を弾劾し・北京政

府に対して

「北京軍機慶親王各大臣釣墾，桂撫王之春，撞借吐口法兵｝此端一開，各国籍詞干渉，全局瓦解，

　乞電責阻，井奏男工賢能撫罠督軍，国艮幸甚」（「会議旧記」）

という電請を発すると共に，北京同郷会，本地紳商，留日学生界へよびかけ，翌日も引

つづき山回公所で王之春の即時罷免と三子材の起用，フランス干渉の排除を決議したと

ころ・留日学生界はじめ忽ち各地に厘響をよび・広東・杭州，香港などで1ま・何れも強
　　　　　　　　　　　　　　ユ
い意志表示を行ったという事件をさすのであるが・同時に，この問題は・シヤの提出し

た満洲撤兵に関する七要求の拒否をさけんで上海各省の紳商志士が当面に集まり，北京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　
と各国政府あてその旨打電するという動きとからんでいた結果，より深刻な様相をおび

るに至った。抗議電文の内容は，外務部あてのものには「内，主権を失い，外，六塵を

招く」点を指摘して容量の拒否を主張してあり，各国あてのものは

「聞，詠人強島国，立満洲退兵新約数欺，逼我釜允，現我国全国人民，為之震憤，即使政府承允？

　我全国国民万不承認，倫従此，民心激変，偏国之中，無論何地，再見仇洋之事，皆係俄国所致，

与我国無渉，幸垂意焉」（「会議彙記」）

という趣旨のものであって，両者を貫くものは仏露二国に具象される帝国主義に対する

はげしい民族的抵抗であったと云い得よう。
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　一体，王之春の借兵借款問題とは，鋤撫こ当ること半歳をへていよいよ拡大する暴動

に手をやいた王之春が，折から広西暴動の余波として勃発した雲南省臨安の叛乱に重大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユさ
な関心をよせていたフランスに諒山駐屯部隊の救援を乞うたこととこの暴動鎮圧の必要

経費を賄うため叛乱平定の暁に於ける広西省内の鉄道敷設，鉱山開発及び一切の特権の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
附与を代償として亨達利洋行に借款の申入れをしたという事実をさし，叉，フランスの

干渉とは，この時げんに子安暴動に於て仏兵との聞に衝突がおこっていたところがらフ

ランス公使が雲南広西の事態を重視して本国の訓令を得「速かに派兵し中国に代って鋤
　　　　　　　　　　　　　　　　ユう
滅」せんことを北京政府に警告したという一連の行動についての反応であろうが，満洲

に於けるロシヤと時を同じくしたフランスのかかる積極的な行動は，当時に於ける英独

日米以下列国の錯雑騒然たる対漕政策の展開と国際情勢とを思うとき，大局的にみて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
そぞろ「在西欧則為防禦計，在東亜則為侵略計」の感なきを得ない。ともあれ，この王之春弾劾

事件は，事態が吏治の腐敗に原因して民衆が云わぽ土匪化して暴動をおこし鎮圧者たる

王之春がフランス帝国主義と結び任地たる広西の莉権を代償としつつ軍事財政の両面に

わたってタその救いを求めたぽかりでなく，上海紳商と留日学生とがはげしく之に抗議

しているところに，やがては，孫文革命がうち出されて行くべき客観的条件についての

一指標たりうるものを具象する出来事として，清末史上われわれの注目をひく專件であ

った．としなけれぽならないであろう。

　上述した二度の上諭は，かような嘉態に対処すべく清末官僚にくだされたものであ

り，北京政府をして局外中立をよぎなくせしめた日露開戦前夜の国内事情には，この様

な性格をおびた気運が，漸くあらわとなりつつあったのである。

3　学生軍不許可の事情

イ　留日学生界の一般情勢

　留日学生界を母体とする拒俄義勇隊の結成が，学生側の期待もむなしく「名は拒俄たる

も実は革命を図る」との理由で悉く抹殺されて了つた次第は既にふれたところであるが，

それは，例えば，王之春弾劾事件の際，上海に呼応して香港の士商が，王之春の罷免要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユア
求と共に「与東京上海各学生，聯義勇隊以救中国之危難」と決議したという事実を，如上

の政治的社会的全般階況にてらして思うならば，一応の理解は可能と云えよう。だが，

それにしても，北京政府が留日学生界の動向に対して何故にかくも：危惧警戒したのであ

ったか，駐日公使察鈎から北京政府端方へという伝達経路をもつ「三門」即「革命」という

この留日学生観の論理には，果してどの様な具体的必然性が内在していたのであろうか。

　二二義勇隊の編成をめぐる留日学生界の動向を北京政府がどの様にみていたかについ

て，順天時報の記事を引用すれば

「近聞，骨壷士夫，率以留学為油然，皆謂繭紬守円規，不求学業，惟是言自由平等，入人以民権為

　事・日日以革命為宗，至近日更有編為学生軍之挙，名為拒俄，実為作乱云云」（409号「論留学有

益両無害」）

とか，．．

「申国官吏，向以平和模稜，為外交之上策，畏夷如虎者也，況虎而翼之強俄哉，其日名為拒俄，実
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　則革命云云者，彼非不知留学生之電磁，迫於外界之嶽刺，濯物恐民気不靖，実事求是，将演出外

　交上之決裂之惨劇，不易収拾也」（711一号「論中国去腐敗之方法」）

とかあり，これによっても，北京政府が学生軍結成の動きを「拒俄」に名をかりて「革

命」を意図する政治運動だとみなしていたことを伺いうると思うが，そうした北京政府

の態度に，平和をもつて現実を三稜するツアーリズム・・シヤを労る外交政策のうらう

ちされていることはいなみ得ないとはするものの，より根本的には「学則を守らず学業に

精励せず，唯，徒らに自由平等を高唱して民権と革命とを宗旨」とする有様であるから「遊学」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　

はむしろ「論病」であり，いっそ「国家は平野派遣を禁止」すべきだとする留日学生増

力㍉願として前提されていた点を購すべきではなく・げんに，革髄螺によれをま，

所謂呉男湯件を機として結成された留日学生界最初の民族革命主義団体たる「青年会」

が，拒俄義勇隊にかりて不振なる青年会の覚勢拡張を計ろうと画策したものの，王平調

らの裏切にあって意の如くすすまず，やがて，学生軍の解散に直面するや，回瀾，町営

緯，野里婆，陳天華，程家樫，黄興ら少数有志の手で軍国民教育会なる排満革命の非合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を　
法結祉を組．織し，鼓吹，起義，暗殺の三：方法で活動を開始したとあり，さらに，中国日
　

報は，「ここ数ケ月以来，東京の風潮は言論にせよ行動にせよ，：革命と仇満とが叫ばれ義勇隊の結

成やら十字会の加入運動やらまことに全国を震動せんばかりである。彼等はただ軍事訓練にのみ熱

心で学科を学習しようとはせず，革命を競談ずるのみで一向に学校に関心をもたず，偶々そうした

学生があれば同輩攻撃の的となり駄目な奴だと冷視される有様だ」と，当時の留日単生界の趨

勢を伝えている。右にいう数ケ月以来とみに革命的風潮がたかまったとあるのは，具体

的にはロシヤの満洲侵圧による国際的緊迫状態のもとで留日学生界に惹起したもろもろ

の：事件のうち，所謂呉孫事件を直接の契機に激成された実情をさすものと考えられるが，
　　　　　　　　　　　　　　おユ
この問題については，既に，別稿に於てあらましの考察を終えているのでいまは省略に

従い，他のいくつかの事例によって，「中国日報」の内容的うらづけをしておこう。
　　　　　　　　　　　
　周知の通り，帯解自伝は，義和団事件以後の数年聞を革命風潮初野時代と規定してそ

の実情にふれ，劉成禺の薪年会に於ける革命三筆演説事件，敢元成，沈魁斉，張三等ら
　　　　　　お
の国民報の発刊，下国麟都容の蘇甲案を引例しつつ，東京留学界の思想言論が革命問

題に集中し，留日学生まず提労して内地学生これに附和し，革命の風潮が次第に内地に

禰回して行ったと語り，とくに，壬寅。癸卯の交にかけて塵仲憬夫婦，胡琴武，胡毅生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おを
黎潤声らが孫：文に共鳴して留日学生間に活発な運動をはじめ，やがて，光弾31年夏に於

ける中国革命同盟会の成立に重要な寄与をなしたと述べているが，これを光緒28年東京

対陽型で志野と相識り，陶成章，察元培，郷容，張継，注兆銘，宋教唆らと切瑳して視
　　　　　　　　　　　　お
聴声変と述懐している章嫡麟が，自ら宣言交を撰し，孫文梁啓超を賛成人に，3月19日

奏力山，凋自由，馬蹄武，朱園丁，王家駒，陳下竜，下穿業，李群，王思誠と相計り，

公使藥鈎の制止と日本警視総監の解散命令とをけって，上野精養軒に支那亡国二百四十
　　　　　　
ご年記二会を開かんとし，これを機に排満興漢の民族主義革命を留日学生界によびか

けて日清両国の当局を心痛させた事実や明治三六年三月一四日，東京神田の青年会ホー

ルで康某なる一少女が達者な英語で，西太后政権の打倒と清国保全のため近衛，大隈ら

日本政治家有志の積極的援助を泣訴する旨の「革命的志士の演説よりも偉お激烈なるい

み」の演説会が開かれて清国留学生や東京帝国大学の聴衆一千余名にr酔えるが如き感
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　　　　　　　　　さフ
銘」を与えたという事件，或は，光緒24年以来，清議報によって西太后政権を論難し「＝甚
　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　

だ浩廷の忌にふれ」た梁啓超が，28年1月置らは群民叢報を発刊して非常な歓迎をうけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　っっ「新民説」を唱導する一方，同年10月から薪小説i報を創刊して「新中国未来記」に集

約される如き革命的政治理想をえがき出して，後年「鄙人感情之昂，以即時為最突」と述懐し

た程のはげしい啓蒙活動をつづけた後，30年頃から論調漸く変化を来たして「専ら政治

革命を言ってまた種族革命を言わず」即ち，立憲君主制，開明専制諭へと次第に後退を
　　るユ

みせ，而も，その理由をあげて，当時に於ける留学界と内地学生の情態をみるのに革命

思想が伝播したため「風潮」が頻発し無制限の自由平等説の流弊のおそるべきを痛感し
　　　　　　　　　　　ユ
たからだとしている事実，乃至は，清末革命史上，最も注目に値する定期刊行物のうち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に数えられている留日学生界の機関誌たる「江蘇」「湖北攣生界」「漸江潮」の三種が

等しく29年春の発刊であり，そのうち，薪民時報，革命軍などと並んで北京政府の言論
　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
弾圧め対象となり「査禁惇逆各書示」に加えられるに至った「漸江潮」が，革命の潮を

淘涌せしめ来る象徴といういみで命名され，蒋百里の発刊の詞にも「忍将冷眼，親亡国乱臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
荊，騰有雄魂，発大声於海上」とうたいあげていたとされ，而も，この「漸江潮」に，前

年，渡日留挙して辮髪をたち中国国民性の改造をさけんで「スパルタの魂」を投稿しは
　　をア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　

じめ，彼自身ほぼ民族主義ということで包括出来る思想の所持者であった若き魯迅が，

絶交学院での湯島聖堂参詣の行事に「孔子様とその徒に愛想尽かして了つたから日本へ

来たのに叉おがむことか」と暫く変な気持にさせられたばかりか，そうした感想を耀い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るカ
たのは「決してわたくし一人ではなかった」といい，叉，恐らくはその前後のことで巡

あろうが「時は丁度，清の末年で一部の中国青年の心には革命思想がまさに旺盛で凡そ復讐と反

抗とを叫ぶものでさえあ詳しばたやすく感応をひきおこすことが出来た」とのべて，揚州十日記，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
嘉定磐城奪略，朱離水集，張蒼水集，黄粛々筆頭など数多くの明末遺民の著作出版が，

実は「東京やその他の図書館にもぐり込」んで抄写印刷されて中国内地にもちこまれた

ものであり，それもつまりは「忘却に委された古き仇恨を復活させ革命の成功を助成し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろユ
ようと希望」してやまぬ留日学生の努力の賜に外ならない旨を物語っていること，さて

は，早く，唐才望自立軍事件にも開係し29年の雄才義勇隊の編成に際しては，とくに，

軍事訓練の指導に当り，やがて，陳天華，來教士らと華興会を組織し，ひそかに寄老会
　　　　　　　　　　　　　　お
と気脈を通じつつあったという黄興の動静などと併体するとき，「中国日報」の報道記

事は一段と具体性をもつて我女に実感されうるではないか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほヨ
　してみれば，当初から「当務忠鴬愛国之心，念忍辱負重之義，不得放言難論，自忘其本」をその

模範的なありかたとして嘉称する北京政府が，所謂呉孫事件の経過にかんがみて私費

留学生を主眼とした留日学生の取締り強化にのり出し，小村外務大臣，内田駐清公使，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
嘉納治五郎東京高師校長ら日本側当事者と慎重に協議をかさねつつあった以上，かかる

留日学生界の一般情勢が「訴病」とうけとられ，遊学禁止に値すると危惧されたのは，

むしろ，当然であったとしなければならない。

　にもかかわらず，留日学生界のこの風潮は，さきの魯迅の厳述や梁啓超の場合の外に，

例えば，呉孫事件に憤激して帰国し広西桂林学堂や香山県節隆郷学堂に教師となり大に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らら
民族主義を鼓吹して罷免され，’再び，日本に留学した胡漢民の事例が示している如き経
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緯によって，いまや，湯壷内地の学生界にも浸透しはじめ

「近目各省学堂，風潮大起，始累日本影台所被，遂聖慮染，報館誉之，青年和之，……学生至以平心

e日輪山相激動・鯉昌言齢擶宗・趨暇淑岐」（麟i覧報423号）

乏いう学校騒動の頻発や

「刻下乱党，以致人心騰怪，凡学堂学生等，均有戒心，其中耕以遊学日本笛学生薄志，当落旨明諭

　各学生」　　（同五二440一号　「録要」）

とか赫沖融気練南縮を中心飯鰍・彌漫し学生軍の徽をめぐる拒俄問題の

動きについても順天時報（711号）が・日本留学生や上海演義と共に江蘇細江安徽湖北

の各学堂でさかんに抗議大会がもたれたよしを報じているが，これをかの王之春弾劾事

件の経緯や学生軍の二代表特派の事情とてらすならば事態は可成りに明白となろう。

　かくて，この趨勢は北方にも波及し北京政府の膝もとをさえ驚かすに至った。29年3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
月に於ける京師大学堂学生疏争端約事件がすなわちこれである。

昌　：京師大学堂学生疏争俄約事件

　この事件は，満洲の緊迫化に刺戟された：京師大学堂の仕丁，師範の両館学生が中心と

なって学校当局の承認のもとに大会を開き

一　在京官紳は吝自の督撫に「力争電奏」かたを要請すること

二全学学生は各自の督撫に同様うったえること

三　全学学生は各省学堂より同様の趣旨を各省督撫に要請がた電致すること　’

四　全学学生は管粥大臣に「ヵ争」の代奏を願うこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の四項目を決議して，即時その手配をしたというのがあらましであるが，彼等の「力争」

なるものの内容如何をさぐるために，第四項にかかげられた要請丈の論旨を云えば次の

通りである。

　縮かに思うに，我国の誤りは「聯俄」より甚しきはない。十数年来7当路の大官は聯俄をもつて

唯一の国策としてきたが遂に今日の巨禍をもたらすに至った。カシニー条約でロシヤに不凍港を許

した結果，各国紛起して旅順大連威海衛早期広州が梢次いで失われ，あまっさえ，ロシヤはわが祖宗

発祥の地たる東三省を伺うこと久しく甲午の役で日本を抑え庚子の事件に野口してここに宿望の侵

略を開始し，頃ろ，七項目の新要求をかかげて我国に迫るに及び遂に日英の諸国が之に干渉を加え，

今や両者の衝突は必至の勢となった。しかも一旦開戦となれば両者何れが勝つにせよ満洲がわが所

有から失われることは勿論であるばかりか大局は破撫し清国自体の瓜分さえ鼠前に在りとしなけオし

ばならない。想うてここに至れば寒心にたえぬものがある。皇太后皇上のために泣隠して縷述する

に・今日祖国救亡の途μ別に良策なし・唯・日英両国と聯合しτ「拒俄」するあるのみ。ロシヤの

陰険な外交政策はペー1・ル以来の伝統であV，曾てトルコの併呑を企てて失敗す’るや方針を一変し

てシベリヤに転じいまや甘言重幣を弄して陽に同情を装いつつ陰に兼併の策を施し，満洲住民の開

化を口実に政治経済軍事の一日目その手に握P黒竜吉林奉天の各将軍もロシヤの命にこれ従うとい

う有様となり，かの七項目の新要求の如きわが国の主権と領土とを蔑視すること已に甚しいといわ

ねばならない。これにして拒絶の策を図らぬとならば爾後の清国はあげて「白種人」の分割支配に

委ねられるに至るであろう。とは云え，人或はロシヤの強俘無理は固より然りとするものの，され

ばと云って日英両国の支援も果して信頼出来るかを反問するかも知れないが，これについては弁析

の要がある。凡そ一国の強弱興亡は他国人のよくするところに非ずして唯われこれをとるのみとい

うのが公理であろう。現在，日英両国が義によって我が国を援助するというのも，実は，日本は満
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　洲と隣iしているため・一度満洲がロシヤの領有に帰すれば日本の孤立は必然であり，同じく英国もま

　た長江流域の権益に不利を来たす，昨年日英同盟が結ばれた理由もそこにあるのであって両国の実

情からしてこれはまことにやむを得ぬ処置なのであった。してみれば，わが国がこの機会に乗じ日

英両国と聯合して拒旧するならば一は則ちロシヤの蚕食を阻止し二には則ち大局を保全しうべく雨

もすみやかに自強を計るに鞭てまことに得難き好機会ではあるまいか。従って「聯俄」は有害無利

　「聯弾目」は有利無害だと云い得よう。よろしくクリミヤ戦役のトルコの：先例にかんがみるところ

あるべきである。若しなおも狐疑して酒男を確定しないとするならば，大勢遂にさりわが国の土崩

瓦壊は手を束ねてまつの外なしと考えらオしるが，これは国民の一分子として報敷の責務ある生等の

到底忍び難いところ，伏して皇太盾皇上の聖断を乞う次第である。この主張は単に感喜数人の臆見

にあらずして実に国民的要望なのである。力拒俄約，聯盟英日，大局或可測距，籍乎以行新政，宗

廟幸甚，国家幸甚一以上につきよう。

　目塞，祖国をかく迄の危機に追込んだ長年にわたる為政者の無能と眼前に於ける当局

の姑息さとに悲憤の念を抱きながらも，同時に，それ以上に激しい僧堂にもえてツア

ーリズム・・シヤに抗抵しょうとする意識に貫ぬかれた：京師大学堂学生のこの要請交に

ついて，我女の関心をひくいくつかをあげるならば，　「拒俄，聯忌日」の主張を明碓iに

うち出しこれを国民的要望であるとしている点が，すでに言及した東京上海を拠点とす

る学生紳商有志の動きや巳露開戦まぎわまで動揺をつづけた北京政府の態度と関連して

注目されてよいが，それと併せて，所謂新政なるものの具体的志向内容が不明であると

は云え，・シヤの満洲侵圧という外禍をテコとして国内政治の刷薪を要請している態度

が，北京政府の現実のありかたに対する忌障なき批判者たることを示しているが故に，

拒俄の．主張がそのまま内政刷新の志向と表裏一体の意識関係にあるといういみで第一に

指摘されるのである。

　次に云えることは，r聯西日」を「拒俄」と対縢的にとりあげてはいるもののそこに

は国際政治に処する可成り冷静な理性が働き，とくに，欧米帝国主義一般への慎重な配

慮がr白布入」についての警戒心というかたちで動いており，従て，聯英という主張の

底には表面の背反にもかかわらず醜態に通ずる同質性が流れているという点であり，そ

の意識の実体がアジアにうらうちされた祖国の解放と民族の独立という志向であったこ

とは否定し得ないが，然し，満漢区分のうえにたつ民族的自覚がどの程度にあったのか

に就ては，ここでは未だ不明である。要するに，この要請文は文面から判断する限り，

云わぱ梁戦報的影響裡にある主張であったとみなして差支ないであろう。

　さて，この要請文建白後の事情について，町民回報（第31号）は，右の争疏を受理し

た管学大臣が学生の忠憤は称揚しつつも，已に政府当局に於て定見があり弁法に誤りが

ないうえに外交折渉は事務が複雑困難であるからよろしく当事者の責任に委ぬべきだと

いい且つ学生がみだりに聚論してひとの誤解非難をうけることのない様にと爾後の行動

を戒めたと伝え，又，北：京政府の内部！こ於て，京師大学堂学生のうちに両広及び長江一

帯の会党に関係している者があるとしてその取締りが論議されたことを報じているが，

こ・の記事内容はPJIk一天時報（409号）の，　r学生ら刻下己に軽妄此の如し．早くその機を

圧せざれば将来大いに慮るべきものあらん」として拒俄のための学生集会をどしどし解
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散せしめた政府当局の動静に関する髄や浩季腋蝋奪三）の「舗端方獅謎旨撫



N．　o．4 拒止学生軍をめぐって （59）　67

長江一帯革命邪説電」にいう4月から5月にかけて上海の愛国二二の諸生が張園で二二大

会をもつたこと，留日学生が二二義勇隊を組織して長江の二二を勾引し乱を企てんとし

ていること，湖北挙堂に於て学堂の監督をきびしくし浮鷺袴謬の徒はたちどころに厳重

処分に討べ詣齪した・・等の轄顛，更には，一続虻罷の29鞭硝丙戌

の条にある張百八の奏摺が，「学術入心の根本」である京師大学堂を手はじめに「各省

学堂章程」を一律に楚浸すべく当今第一通暁学務之入たる張之洞の起用を乞うて

「兼以，近来人心浮動，好為空論，往往有趾弛之士，従前未経科学難苦，粗習訳書，妄騰異説，弊

　歯於未入学堂之故，而，悪習所染，深慮及於在堂璋業之生」

とのべた：事実とともに，拒俄問題にからむ学生界の動きが北：京政府にとってどの様にう

けとられ，叉，北京政府の乱丁といかなる関係にたっていたかについて示唆するところ

大きいと云えようが，両者対立の消息を端的に示す好例として，我kは，29年7月11H

づけ順天時報（454号）の「各学堂示」をあげたいと思う。この内容は，学生一般に対し

て朝廷工学育才の至正を体してよく校則を絡守し学業に専心し温くも邪説にかぶれ事端

を滋生することなきを戒めク併せて，今後もし学生のうちにこの諭旨にそむいて革命の

邪説を信奉し学校騒動をあえてする者があれば仮借なく厳罰に処することを「特示」し

たものであって，辞句頗るはげしく事態の重大化を示唆するものがあるが，それも実は
　　　　　　　　　
同年8月庚午の上諭にいう「不逞の徒」が曖困会社」を上海に創設し「革命の諸邪説」

を侶演した事実，つまり，愛国学社事件に関聯していたからに外ならない。

ハ　愛国学社事件

　既に，端方の忌垣あて電文にも，4月初のこととして愛国会社諸生の拒俄演説とその

取締りについて連絡していたが，一体，愛国会社，即ち，愛国二品とは，言柄二品元
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モヌユ
培らが中心となり南洋公学の退学生と上海にたてた学校で，梁啓超によれぽ，清末史上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
最初の学生の手になる私立学校であったというが，その趣意書たる「申国教三会公画」

には，一には専制の余毒，二には外人の晶晶さが中国教育界に害悪を与えている現状に

かんがみ，28年の春，在上海の同志が発起人となって企画をたて同年秋冬の交に中国教

育会をつくり教科書の出版を行う手筈であったところ，29年に入って駐日公使三二の留

学阻止喜件に出会つたのを契機として自力による学校の設置を計画することとなり，偶

偶惹起した南洋公挙事件の退学生有志と協力して，ここに愛国三社を創設するに至った

と設立の由来を述べ，建学の趣旨については，官学一般が「軟骨派の奴隷」をつくるに

過ぎないのに対してあくまでも曖国」学社たることを期するにある点をといている。

　ここにいう愛国学社設立の直接動機となった察鈎の留学阻止事件とは，所謂法話密書

事件と所謂呉孫專件とを具体的な内容とすると考えられるが，後者はさておき，前者につ

いて少しくふれておくならば，この問題は，所謂呉孫事件の折，呉稚暉によっても詰問さ

れた28年1月公使二三が留日学生の派遣禁止を密奏したという出来事で，事態が表面化し

たのは湖治三砕瑚はじめ三管聞・・難使門外灘鍾車群る一交・・揚載

されたところがら反響をまきおこしたものであるが，この外務部あて密書のあらましは，

駐の風畔い靴の議いよい躍な瑠畔生界の動向銑年蹄賜舞舗可ヒ略

省に現われざるを免がれ難しと憂慮した藥鈎が，戊戌政変以来，日本がややともすると
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わが逆臣を庇いわが匪徒に画し且つ暗中，学生を誘引するに作乱の謀を以てするという

情態にあるのに簾らず「若し各省更によく永く溝学を添派するを停め卒業者をして去るあるも

来らしむることなからしめば根株尽く抜け流臨時ありて尽きむ」と述べたというのであるが，

東京日日新聞（4・3）も「本社が得たるものは稽六二紙上に訳載せられたるものと異同の箇

処あり」「信疑の間に彷面して」今日に至ったといい，青年国民党幹事高橋神林両名が
　　　　　　　　　　　　
四項目の面接質問をしたのにこたえて察鈎自ら「密書事件は自分に於て発したることなし，

尤もさきに清国の当局に向て留学生の選抜にっき大に注意すべき事を申送りしも日本の諸新聞紙

上に現われたるが如き書を送りたることは断じてなし」恐らくは何人かの嫉妬中傷に出たも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
のであろうから時日の経過とともに真偽自ら判明すると思う旨を語り，また「中外通信」

も「無稽なる建議」と之を否定し，ことの真偽は俄かにつかみ難かったのであるが，真

相糾明にのり出した外務者の情報で「該上申書ハ最初薬公使ヨリ直接北：京ノ外務部へ提

出シ外務部二於テハ直二南洋大臣四丁一二向テ」送附したもので，日本諸旧聞には劉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
の幕僚陶森甲がもらした旨が確認されたのである。この密書事件は，密書の内容に日本

の国情を冷評する箇処があったところがら藝鈎の無礼をなじる日本側の硬化を招き，他
　　　　　　　（江雨留日学生）
面また「各省中殊に劉坤一の一派に響て留学生の一部は外国の書物を醗訳するを禁ぜられ自由平

等主義などは邪説として口にだにするを許さなくなった」ため憤激した留学生が二二に抗議
　　　　　　　　　　　む　
の申入れをするという紛糾を惹起するに至ったのであり，ここにも我力は対立する北京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
政府と留日学生との二相や「康有為梁留山孫逸二等諸氏の亡命客と穏密の関係」に入り

つつあった留日学生界の動向をよみとることが出来ると思う。
　　　　　　　　　　　の
　次に，南洋公学退挙事件についてふれるならば，これは，誰が教習郭某の机上に墨汗

をおいたのであるかという実に些細な問題をきっかけとして，教習郭某が日頃から「一

切の新書や新民叢報など」の閲読を禁止二二する態度に対して欝積した念懲を爆発させ

た五班の学生が，学校当局に郭某の罷免をふくむ善処かたを要求して折渉をはじめ，つ

いで，全学大会を開いて総弁にうったえたものの，学校側の拒否にあったため，「学生は

国家生存の要素であるのに教習は学生を奴隷視して種々の束縛を加え総弁また言論の自由を学生か

ら奪わんとして）・る。かような奴隷教育には到底たえられない」として28年10月17日学生一四五

名が一斉退学をするに至った事件をさすのである。

　南洋公学と云えば，当時にあっては北洋公学と並称されて令名があり，学校当局の干
　　　　　　　　　　　　　アユ
渉も最も少いとされていた学校であっただけに，とくに，反響が大きかったらしいが，

それも，この事件を詳報した新民謡報（第21号）が，当道者に向って，この事件を単に

二百余名の少年たちの浮躁な挙動と軽視してはならぬ。げんに，ここ両年来，杭州広東

その他の諸省で類似の学校騒動が頻発しているではないか。この気運を見逃してはなら

ない旨の警告を発している如き全般的情況が，既に，大きく展開していたさなかの出来

：蜜であったからに外なるまいQ

　かようにして，愛国晶晶は南洋公学退学生の有力者九名が中国教育会誌事たる察元凶

章柄隣黄炎培蒋智由，．呉敬協蒋維喬と協力して資金難を克脹し，南京陸師学堂退

学生をも収容して，上海大馬路堤城橋福絶崖で活動をはじめ，陳範の経営する蘇報を附

属機関として排満革命を高倶し一時大いに振ったのであるが，間もなく所謂蘇報案がお
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こり，同時に内部劇画も忙して解散するのやむなきにたち至った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マヨ
　愛国学社の運命を決した所謂蘇報案とは，政府の諭告に「上海各報のうち蘇報近ごろ更

に狂吠愈々忌慣なし」と云い，とくに「章裂干に至りては婚書並びに革命軍：の序を作り，又康有

為を駁するの一書ありて朝廷を汚磯す，形，悸逆に同じ，郷容は革命軍の一書を作り謀りて不軌を

なす，更に大逆不道たり，彼二人の者同悪相済し厭罪これ均し…．…郷容，章柄麟の如き照律治罪，

皆当に処決すべし」と説かれてあるのによってもさくつうる如く，章燗麟と郷容の両名に

重点をおいた蘇i報関係者の逮捕処罰と蘇報の封禁：事件であり，4月以来，政府当局によ

って厳重な監視下にあった愛国学社が，学生軍の一翼として動いたばかりか，』5月に入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アる
ると掛図に次女と革命的論説を掲載し始めた結果，工部局に提訴するという形式をふん

で，江督魏光譲の命をうけた上海道町勢助と江蘇候補道愈潤筆が，上海各国領事の諒解

を得て郷容章晒麟竜沢購陳伸郵銭錫寿，陳吉甫の六名を逮捕し，閏5．月13日に

は蘇報の発刊をも停止せしめ，即時，彼等を厳懲に処することによって租界に巣喰う

「不逞の徒」に警目するところあらんとしたのであるが，イギリス側の干渉に妨げられ

て北京政府の意の如くには事が運ばず，結局，翌年3月，章柄麟に監禁三年，町回に同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マら
じく二年，他は釈：放という判決をみて落着をつげたわけなのであった。

　この門門事件に於て有罪と決した両名逮捕の経緯について，男帯叢書の「郷容伝」は

愛国学社教習呉労力喩明野に「革命軍」を手渡して密告した旨を伝えているが，その証
　　　　　　　　　　　　
拠物件となった「革命軍」とは，字林西郷にも訳載された郷容の主著で，「駁康有為論

革命書」と並んで「革命時代最：有価値之著作」と高く評価され，前後七篇二万言からな

るもので，論旨は，アメリカ合衆国に範をとる「自由独立の中華共和国」の創建をめざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
し，その理想達成の必須前提として「駆除満清，光復中国」をさけんだもので，蘇報は

本書を紹介しつつ，荷くも種族思想のある者ならば本書をよんで必ずや抜平起舞，髪衝

眉干するに相違ない。本書が四万万入に普及したならば中国の興隆期すべきものがあ

る。これこそ革命軍の読者に望むところであると論評している。次に，郵容の自序をか

かげるならば

「不文之生，西翠蜀十有七年，以辛丑出揚子江，旅上海，以壬寅游海外留経年，録達人名家言印於

脳中者，及思想間所不平者，列為編次，以報我同胞，其亦附於文明日中，言論白由，思想自由，出

版自由難訓，錐然，中国人奴隷也，奴隷無自由，無思想，然不文不嫌此，区区微不道者，其有信我

為光明正大者，蝶蝿計，吾但信，魔騒華盛頓威望諸大哲，於地下有霊，必晒日，嬬子有態，吾道玉

東，吾但信，鄭成功張燵言諸先生，薄地下等霊，必笑日，後起有人，吾其瞑目，丈字収功日，全球

：革命潮，吾言己，吾心不己，

　皇漢民族亡国後事二百六十年歳次癸卯三月日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ　
　　　　　　　　革命軍：中馬前之蜀人工容記」

　自己のおかれた歴史的七宮を「奴隷」であると規定し，奴隷なるが故に「自由」もな

ければ「思想」ももち得ないとの現実直視にたつ自覚から，あるべき自己の姿を求めて，

ルソーを慕いワシントンに憬がれた郵容であるが故に，そのバックボーンには，当然，鄭

成功や張煙言への志向がささえとなっている。共和民族革命それが彼のいう革命軍の実

体であることは最早やうたがうべくもないであろうが，：事情は，之に序文をよせて

「抑嵜聞之，同族相代謂之革命，異族撰霧謂之滅亡，改制同族謂之：革命，駆除異族謂之光復，今中
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　雲南滅亡於逆胡，面当謀者光復也，非革命云爾，容之署斯名何哉，諒以其所規画者，不僅駆除異

　族中世，錐政教学術礼俗材性，猶有当革緒焉，故大言踏臼革命也
　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　
　共和二千七百四十四年四月余抗日一幅序」

と「革命軍」の革命性を意義ずけ，殿周革命の交にかけて「共和」紀元を記した章燗麟

の場合に長考すれぽますます明白となるのである。章畑麟が「支那亡国二百四十二年紀

念会」の首謀者としてすでに清末革命史に登場していたことは前言したところである

が，然し，その場合は，何よりも排満革命論者としてであった。そうした彼の主張が
　　　　　
「哀清史」に露呈されている「今清室の覆亡遠からざるを知る」という現実認識にささ

えられていたことは推察に難くないが，29年の当時に於ける彼の革命観をより鮮明にも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
の語るものは，「駁康有為論革命書」であろう。

　これは，上皇会首領たる康有為の「中国祇可立憲，不能革命」というアメリカ華僑に

与えた主張への駁論で，全丈七千六百字にのぼる詳細なもので，いうところは，現在が

康有為の大同論の立場からしても民族主義の時代である所以をといて「正仇満論」の正

しさを繰返えし，ついで「載濡は固より長素の私傷にして漢族の公仇」であり「建夷の

運は光緒に終り奴児陰赤の詐二百八十八年に尽きん」と論じて康有為の立憲君主制論が

「奴隷」の言であるとしたのみか，保皇会の現実的依拠たる光景帝や清朝それ自体を否

定しさり，更に「今の世に在っては合衆共和」をとるべきであり「事成るの後は必ず民

主たり，民主の興るは実に時勢の必然である」旨，明白に自己の立場を主張したものと

概括出来，その主旨は「革命軍」と何等異る点がない。

　愛国千社のよってたつ指導原理とは，まさしく，このようなものでありン前述した八

月庚午の上諭とはこの蘇報案によせての厳諭に外ならなかった。

　愛国なるが故に革命と革命なるが故に不逞と，この相対立する二つの論理の間には，

もはや，妥協のなりたつ余地はない○

　「満漢不断，君民同治」をかかげる保皇会の云わぽ一種の第三勢力論は，今や決定的

に一蹴され了つたのである。

　勿論，愛国学社の場合は，郵薄舞ら「革命軍中馬前卒」と大書している通り，当時の

現実に於ては，最も尖鋭過激な分子のひとつの異常な動き’を伝えたものに過ぎぬと評価

することも許されてよいであろう。とは云え，その場合にも忘れてならないことは，既

に，庚午の上諭そのものが

「乃近来各省学生，潜心黛業者，極位乏人，両，壁越習気，難行無忌者，正目不免，似此猫狂惇

　謬，形同叛逆，実寸風俗人心之害，一戸海沿江各省督撫，務将此等敗類，厳密査學，随時懲弁，所

一堂雑併著醐・繊難一瓢以期紅白勿入難是為頚」（東華続録光緒朝一八二）

と明白に晋白している如く，そうした一部の過激分子の言動が，現実に祖国と民族の運

命の死活にかかわる「両面」という切実な問題を媒介として広く共感をよび，留日学生

界を中核とした清国の全盛生層をその重要な苗床と化しつつあったという事実である。

　清末に於ける国内情勢の緊迫は，日露開戦の前夜にあって，はやくも，ここまで昂進

していたのであり，かかる学生界の現実動向が，とりもなおさず，また，かの梁啓超を

して後退をよぎなくせしめた具体的契機ともなったのである。
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二　歴史的由来　一張三二の場合を手がかりとして一

　ところで，上来みてきた如き危惧警戒を北京政府が抱いたのについては，所謂二三事

件などを契機とし，いま叉，拒俄学生軍の結成をめぐる清国学生界の現実情勢に一段と

拍車をかけられたという以外に，より根源的な歴三二由来があったのである。

　最働こわれわれは「当今第一通暁学務之人」たる張之洞に手がかりを求めつつ，その

系譜をあとづけてみたい。

　順天時報の「録要」記事である「厳妨革命」（409号）と「改易二色」（452号）による

と，かねてから「湖北挙生界」の所論動向に警戒を怠らなかった総督張之洞が，一度，

二二学生軍の結成を知るに及んで大いに事態を憂慮し，即時，その発行の停止を命じ，

任に当った観察梁節庵が義挙二二の代表王三芳らの抵抗に出会いながら折渉を重ねたす

えフ唯「湖北学生界」という訳名の変更のみで，内容には一切干渉しないことで妥協の

成立したよしがのべられてあり，これによっても，拒北区生軍をめぐる政府側と学生界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドコ
との対立の・一一WEをさぐりうるのであるが，鵡素振は，この雑誌について，29年1月，東

京で発行された月刊誌で，王環芳，評援一を編集発行者とし，二天蔚，劉成萬，李歩青，

三三らを執筆者とする毎号九十余頁，論説，教育，実業，軍事，歴史，地理，科学，理科，

時評，品品，外事，留学紀聞という多方面にわたる内容をもち，同年4月「漢声」と改名

する迄，短時臼ではあったが，国人の覚醒を促すうえに多大の二藍をなしたと述べて
　　　　　　　　ごヨ
おり，新二二報も，当時に於て，すでに，これら留日学生界の諸機関誌に比較して国内

発行の減点の低調さを指摘し「これ又単問の仮借すべからざるをみる・内地同学すみやかに猛省

すべし」と論評を加えてもいる。武芸振のいう29年4月の誌上変更が，学生軍の編成に

からむ張之洞の干渉によることは，順天時報の記事からすでに明らかであるが，この
　　　　　　　　　　　　　　　　　
「漢声」の内容については，魯迅が，それを湖北学生界の特別号だとしながら，表紙

に文選の四句を題し「懐旧の凡念を櫨べ思古の幽情を発し祖宗の玄霊を虚し大言の天声

を振う」とあったといい，収めるところは，前述した明末三富の禁書類であり「これは

明らかに漢族の繁栄時代を思わせ現状と比較してどのようかをみさせるもの一旧物光復を必須なら

しめる。少しく露骨に云べば即ち円満だ。より広く云へば排外である4と語っている。以て，

旺んなる当時の排満革命の気焔を想うべきであろうが，同時にそれはまた，北京政府が
　　　　　　　ら
「学堂章程禁令」を布告し「悸逆各書」の二二厳禁をもつて対処せんとした事情をも首

肯させるとすべきであろう。

　総督張之洞が湖北学生界出版の当初から，いかに注視を怠らなかったかについては，

張嬢公一毫樋「蘇藤雛罷籠京堂翫副将纏」の内容からも伺・・うる
が，そうした張二三の態度決定の根底には「近来東遊の学生，習気甚だ壊，心ず宜しく予防す
　　　
べし」とうけとられた留日学生界の客観情勢が横たわっていたのであり，それは，既に，

我々の考察し来ったところでもあるが，張之洞の場合は，湖北留日学生界を主として，

更に具体的な動きのいくつかが明示されている。しばらく，その顕著な例証を一二あげ

るならば，

「聞，湖北学生，頗為康党及南洋学生煽惑，私立一会，議論惇謬，皆与唐才常宗旨，大略相同，実

堪騒」（雛灘鹸一六六「蘇態念鯛
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　　　　　　　ア
という「励志会」なるものの動静や

「査，此等議論挙動，不過借旧約為名，陰言是自立会党，籍端煽衆，以頭国会権力，能把持国家政
　　　　　　　　
事，蓄劇甚深甚険」

という新党数’御名の上海張園に於ける「仇俄会」の動きに対する張之洞の憂慮がそれで

あり，而も，そうした動きが，淵源するところ自立軍事件にあり，その宗旨は，すべて

唐凹型と聞断であると規定されている点が，大きくわれわれの関心をひくのである。
　　　ミ　
　励志会とは「聯絡納骨，策励志節」を主旨、として，墜緒26年，湖北学生が中心となっ

て組織された留日学生界に於ける：先駆的グループで，康暦派の指導下に結成されたもの

らしも事実，唐才常自立軍事件の際には会員のうちから，敢元丞はじめ幾入かり参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
者を出しており，鞭て，事件の直後，「勧戒上海国会及出発学生文」を布告して留日学

生界の自重を要望してやまなかった張之洞が，閏8月8日，駐日公使李盛鐸や留学生監

督銭勢州に打電して，とくに，励志会を取締るべく意図したのには，充分の根拠があっ

たとしなければならない。

　右の励志会が，東：京を場として組織されたのに対し「仇俄会」の設立の動きは，上海

の三園を舞台に展開され「俄約のことによ・り」薪覚六百名が集議して流血自主自由仇俄．

を叫びその趣旨にたって結成されようとしたものであるが，下緒27年2月18日の「致江寧

劉制台上海盛大臣」の電腰で，張野冊が各国利害関係の重複する上海という場所柄だけに，

仇俄会の及ぼす国際的影響，とりわけ，げんに進行中の・シヤとの外交折渉に悪影響を

与える点をおそれ，各国からの申入れもあるから宜しく設法阻止され労いと要求してい

るのによれ鵬「’とこにいう野望とは，義和団事件の善後策が北京に於て進められている

際　ロシヤが単独で満洲に関する九力条の協定を奉天将軍増祓との間に締結し，これを

駿1灘転藩麟罐課欝膿凹凹三門灘1
た。従で，そうした場合に張之洞が外交関係を慎重に顧慮するのは首肯されるとしても

張園の集議を賦して特約に名をかりて民衆を煽動する陰謀だと断定するに至ったのに就

ては，それが「新党」の動きであり，張町営がそこに前年に於ける自立会覚と同一の意

図を見出したからという理由がみられるのである。

　俄約の拒否をめぐる在玉野新党なるものの動きがどの様な姿相をおびていたかの手が

かり・して趣の舗をひくものに・漕翻個所収の縣騨灘嘗胆繍・・あ

げられよう。

　これぽ，注君徳淵告同志丸注君康年翻巨喉説，温君宗発欽甫演説将君智由演説ジ

醇君冷罵仙舟演説の五名の演説をおさめたもので，顔ぶれからしても在五笹野覚の実体

瀬梁派の諸氏鰯つたことを観出来るカミ・．騰の内鶴儀綱耕・惨状が終って

和議が端緒につき蘇生の患いをしている矢先き，図らずもロシヤが増棋に旧約を強要した事実を痛

憤して，これは明らかだわが東三省を彼れの藩部としわが官吏をかれの属員とし，わが彊土を彼の

版図に収めようとする行動で，一旦不幸にもわが議和王大臣がロシヤの脅迫に屈服してその要求に

従うならば，虎視耽耽たる「環球諸強」は忽ち必ず相率いて同じく我国に迫り，かくしてわが「禺

域神州」は一ケ月を出でざるうちに「異族」に尽く奪われ「衣冠の冑」これより「奴隷」に堕ち
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「神明の喬」これより「夷狭の口囲」と化するであろう。而も翻って思うに，戦禍が起れば，・我々

が必ず「絶無入場の残酷」をうけること歴歴として眼前にあP，北：方のみならず南方にまで戦火が

拡大するならば，もはや万事休すである。かくして，幸い脅迫の俄約が未だ調印の運びに至らぬ現

在，公理のうえからみても当然廃棄さるべきこの俄約を振否すべく，我々は死力をつくして思うも

のである」という注徳淵の「告同志文」の趣旨につきると思うが，いま，全般を通じて

著：るしい特徴は

　①ツアーリズム。ロシヤの満洲占領の意図に対しては諸外国がそのままに放置すまい

という毒忌論を＝甚だしい謬見であると退け（温宗奏），一旦ロシヤの圧力に屈服すれぽ諸

外国は干渉かち生ずる開戦の禍をさけて，むしろ，・シヤに倣い，かくて，中国分割の

悲劇がもたらされるだけであるポ妊むところは自力のみ，という欧米帝国主義勢力の中

国政策に対する理解のしかたであって，これは，明らかに日清戦争以来，義和団事件に

及ぶまでの彼等の現実体験にもとづいていると恩う。

　②俄約拒否という国家の大事は官記に委すべきで士民の越訴すべき事柄ではないと

か，発言権が北京政府の掌中にある今日，われわれ「出血の言」など現実になんらの効

果をもたらし得ないとかの考え方に対して，　「今日国を地球上にたてんとして而∫もその

国民が無気力であるならば，土地の広狭入口の多寡を問わずして必ず滅亡するであろ

う。　「欧州之有民権，亦非口上予之，両，一己国争之，吾艮惟不知争国家之事，是以大禍若此」（蒋智

由）いまこそ俄約を力話すべきときである，と反論力説する民権的自覚の鼓吹であろう。

　以上二点が指摘されるが，この場合，後者がとくに軽視し難い。というのは，そこに

は，祖国の自主独立を願う「愛国心」が「国家とは百姓．を合して成るの名」であり「二

者は直視を容れず」とする個人主義的国家観に基調をもち「遍くばわが民，国家の利害
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
をもって一己の利害となさんことを」と希う民権的愛国論がはっきりうち出されている

からなのであって，欧米の民権塗といて♪下から一斗いとったものだと云い，欧洲各国に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
は議会制度があって「百姓」に政治的発言権のある点に言及しているあたり，たしかに．

これは張之洞の指摘している通り「国会権力」をもって「国家政事」を把持しようとす

る主張としなければならない。加之・仇卜占の面形自体が，報知新聞（4・6）の伝えて

いる，三月二四日午後の上海張園内のアカデーヤ・、ホールに於けや集会にみられる如

く，会場に飾られたロシヤ国旗をズタズタに躁躍して気勢をあげたり，天津太沽洋行の

買弁，蘇某の娘で十木取の錦鯉が「宜しく李鴻章，慶親王を斬り之に代うるに硬直愛国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
の士を以てすべし」と鶯舌を振うという激しい景況を呈し，この上海にな．らって，更に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
抗州に於ても条約反対の決議を北京に打電する有様であってみれば，かかる動きを自立

会覚の陰謀だと断定する張之洞の監視は，いきおい鋭くならざるを得なかったであろ
う。

　張之洞の勧戒があったにもかかわらず唐才常自立軍挙兵事件以後，康梁派が依然とし

て根強い動きをつづけていた事実は，26年閏8月1日以来の清二丁にあらわれた本館論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
説，来稿雑文，詩文辞随録を通読しても察知出来るのであるが，一例として，27年4月前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ
後に於ける自立会残党の動静を伝える上海領事小田切万寿之助の報告書を引用すれば，．

「湖広総督張之洞ノ・五月二目両江総督兼南洋大臣劉坤一ヨリ近頃長江一帯二於ケル自立会匪近来又
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　機二乗ジテ動カント欲シ且ツ塩匪土匪等ヲ糾合一シ四月初（清暦）ヲ期シテ事ヲ起サントスルノ風

　説アリ，当方二於テ内事二段所属二対シ厳重翫取締ヲナスヘキ旨密筋セリ　湖北ハ長江衝要ノ地

　二屠り匪徒再転モ迩ヲ混シ易シ依テー体二厳妨スヘキ旨各面二命令アランコトヲ求ム云云トノ密

　電二接シタリ　然ノレニ目時適々例日漠口出二於テ会匪数入ヲ捕縛シ之ヲ訊問シタリシ口詩自白セ

　ル所皆大同小異ニシテ且ツ匪徒一千余名ハ将サニ広東省ヨリ湖北凱入り機ヲミテ地方ヲ擾乱スヘ

　キ筈ナリト自白セルラ以テ全ク形跡ナキコトニアラズト認メー方ニハ該犯人等ヲ獄舎二監禁シ置

　キ街ホー面ニハ匪徒等ノ捕縛テ付キ各日二軸筋セリ　故二頃日保甲局二属スル各員等ハ夜間ヲ巡

　行シテ毫モ注意ヲ怠ラス　各城門ノ委員等モ亦タ通行入晶関シ厳重二見張リヲナセリ云云」

と「申報」によりつつ・長江流域一帯に於ける自立会残党の不穏な形勢と張之洞・劉坤

一両総督の厳戒ぶりを報じている。

　更に，小田切領事は上海道飛動樹との面話をあげて，この自立会の不穏な計画に日本

人大久保豊彦が参加しており北京政府が探査中である旨をのべ，同時に，日本政府によ

る調査かたを要請連絡している。

　一一ts，大久保は2前年，清国に於ける唐物常の挙兵事件に関係して甲斐靖とともに入
　　　　　も　　　　　り　
国禁止処分をうけたのであるが，一旦帰国の後同年冬，陽誠民（東海）と変名偽装して

里国に潜入し，漸江江蘇方面の寄寓会員を歴訪の末，保皇会の拠点たる上海に行き，や

ヵ・て，論保鍛の擶左仲遠（陳陶銚擬）の招きで西門に赴き澗もなく雇闇治三四

年六月，再び，大金宝と改称して上海に渡り，左軍袴と連絡しつつまたも三門に向つた

ところ，日本政府からの追求に驚いて南洋方面に姿をくらまし，同年十月，突然，旧本
　　　　　　
に帰ったもめである。大久保が，この間，何を企てたものか，表面上の名目が回教研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むユ

のためトルコ方面へ旅行するということ以外は，唯「上海ニチハ五千両ノ懸賞」がその

首にかけられていることぐらいしかわからず「其真相ヲ得ルコト」はたしかに「容易ナラ
　　ユ
ズ」であるが，さきに述べた上海張物に於ける拒俄集会の動きを，東京の一清国武官や

上海イギリス領事から「白目派の麦孟華らが日装断髪してひそかに帰国し・長江一帯の地方を煽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エむヨ
圧し且つ張之洞，梁斜脚の暗殺を企てている」との情報が下之澗のもとに通報されたり，或

は，南京城内にあっても，各衙門各公署及び繁華街に「激越な字句の張紙」がなされた
ユ　

りしたという騒然たる情勢と想い含せるならば，そうした渦中での大久保の行動が，「清
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
国匪徒ト連絡シ何等ヵ画策スノレ所アノレハ疑フヘカラズ」とみることだけは許されるであろう。

　してみれば，張之弓ひいて北京政府が下梁派新党の動きを以て「畜謀甚深甚険」と危

惧し，東京と上海とに着目しつつ深く留日学生界と清国学生層へ及ぼす影響を憂慮せざ

るを得なかった事惰も，ほぼ，了解出来るのではあるまいか。

　かようにして，三女は，張之洞が湖北学生界発刊の当初から，何故にただちに之を二

三との関連に於てとらえてその論説を忌幽すること甚だしかったのであったかの消息

を，可成り実証的にとらえたことと思うが，然らば，事態は，拒俄学生軍の場合に於て

も，全く同断であったとしてよろしい。異常なまでに「唐才常の宗旨」に敏感かつ脅威

を覚える張之洞の態度には，外ならぬ彼自身が，光緒26年の唐才常自立軍事件の弾圧崇

纂者であったことを思えば，云わば公私に亘っての切実な歴史的因縁が纏っていたわけ

であり，．ましてや，拒俄学生軍の隊長，藍天蔚がダ「湖北学生界」一の有力メンバ・”一であ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
り執筆者であったに於て，’その運命は言わずして明らかであろう。．

　　　　　　　　　　　　　　　4　む　す　び

　満州撤退に関する露清密約にからみ光緒29年3月，七項目の新要求がツアーリズムe

ロシヤから強要された事態を直接の動機として，大きくもえあがった学生軍の結成をめ

ぐる拒俄運動の様相は，如上の考察で，ほぼこれを解明し得たと思う。

　留冒中国学生界の，致わばもりあがる力を結集して組織されようとした底盤学生軍の’

性格は，ひとり，留日学隼界のみでなく，例えば，京師大学堂学生有志の請願文にも雄i

弁にものがたられている通り，清国内地の全学生界に煮ても，既に，輿論化しつつあっ

た掃出意識の所産に外ならなかった。それは政府の指揮下に入って比湿の先鋒たろうと

自ら規定しているところがらも知られる様に，民族の自由と祖国の独立とを願う清末中

国学生界の危機意識と防衛意志との結晶ともみなしうべく，従って，そうした彼等の抵抗

のありかたは義和団事件の致命的打撃からたち直るべく努力していた面懸にとって，む

しろ，歓迎されて然るべきであるかとさえ思われた。にも不拘，照臨王之春弾劾事件

の示唆する如き内患をいだいていた北京政府はタ局外中立を守るという志向からそうし

た動きをすべて拒否したのであるが，而も，その実質的な拒否理由には，留日学生界に

於ける義勇隊組織の動きを「拒俄」に籍口する　「革命」運動であるとみなす態度が横

わっていたのであった。政府側のかかる疑惑と警戒とには，宙釣密書事件の場合などか

らも容易に想見出来る留日学生界の反政府的な支配傾向が，所謂出直事件以来，とくに

激化し且つその急速な浸透過程として，蘇報案で知られる愛国学社事件をひとつみ重要

な指標とする国内学生界に於ける排満共和革命への傾斜という不穏な風潮の拡大にてら

すならぼ，首肯するに難からぬ根拠があったとしなければならない。のみならず，瓦之

洞の場合が如実に証明している如く，北京政府当局のかかる危惧感には，26年の面謁常
　　　　　ア
自立軍事件にまで遡りうる歴史的系譜が辿られる。然りとすれぽ，北京政府の留日学生界

ひいて清国全学生層に対する不信には深い陰影が伴うものとすべく，それ故，いま，た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　
とえ，学生側に於て，当局の弾圧態度を「趣妄も甚だしい」と痛憤したにもせよ，政府の

変法自画と心学育才の基本性格にして不変である限り，そして叉，学生界の背後にあって

これに影響を与える梁古血らに集約される如き新党派の根強い動きが消失せぬ限り，か

かる学生界の動向は，到底，許し蜘略のであった。然し，日露開戦に際しての日本国内

に於ける強い刺戟のうちに「拒俄」をもって祖国の運命にかかわる民族的課題であると

確信する留日学生にとって，このような政府の態度は徒らに平和をもつて現実の危機を

模式せんと計る姑息な畏俄政策以外の何ものでもなかったと考えられたが故に，学生軍

の不許可ばかりか，国内に対しては「近来士気浮鴛，謬説を高唱して妄りに国政に干預
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユむ　
し，糾衆して学堂規条の変更反対を企てる形勢は断じて許し難い」とする立場から，：京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む師大単堂を手はじめ1こ「官私各学の流弊」の防止策を次女に実施し，国外に対しても，

西太后の諭旨を奉じて日本側と慎重協議のうえ，張之洞の起案になる「約束游学生章程」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエエ
「自行酌弁立案章程」「鼓励畢業生章程」という留日学生取締規則が結実するに及んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユコ
は，薦自由の所謂満政府の甘心売国に対する葱懲も，その内容に於て複雑深刻なひびき’

を帯びて来ざるを得なくなった。
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　かくて，爾後留日学生界を中核とした清末中国学生界の動向は，次第に北京政府との

対立の様相を深めて対決というかたちをあらわにしはじめ，梁啓超の後退にもかかわら

ずそれをのりこえて，例えば，30年10月に於ける前論藥元培，陶成章らの赤点閾漸一帯
　　　　　　　　　　　き
にわたる叛乱陰謀事件の具象する如き革命風潮が，思想言論に於てのみならず実践的に

も有力に蓬頭し，それが同時に，魯迅の所謂一部の排満革命分子と政府の鋲度に懐らぬ

一般学生との結びつきをいよいよ離れ難くして，孫文自伝に所謂革命風潮初盛時代の内

容に見逃し得ない色調を加出して，中国革命同盟会の成立基盤を成熟させ，やがては，清

末革命の日程を本格的軌道にのせて行くこととなるのであった。

　かかるいみに於て，読応学生軍の結成をめぐる潜函29年から30年にかけての留日学生

界を主軸に展開された浩末中国学生界の動向は，当時に於ける在上海紳商らの動きとも
から偽歩の関心をひいてやまな・・ものカ・ある・罰．（一九五三。六。二四了一一一一九五三e一一一二。三一補筆）

（附記）　本論の起稿にあたTJ，東京大学植田捷雄博士と早稲田大学実藤恵秀教授及び都立大学坂野

正高助教授外務事務官栗原健氏に貴重な御配慮を賜った。記して学績を深謝致します。

註解

1　・信州大学紀要第二号所載の拙稿参照

2覆蓼劉華離譲論f灘隻欝誌藤野羅藤壷羅
　華の憤死について全く見当違いの報道論評を加え「遺書」などは黙殺して了っている。

3　「諭我朝自開国以来，政倫寛大，朝野上下相一与叉安，冷罵挙行新政，力図口強，乃寛有不逞

　之徒，造為革命排中虚説，煽惑遠近，団歌是：非，察其上迩，実為仮借党派陰行雲叛逆之謀，凶報

　剴切宣示厳行査禁，恐聖母目久，愚民無知被其朦惑，必至入心不靖，異説紛岐，不特於地方有害

　治安，且於新政大有阻擬，著各将軍督撫，飾地方該管文武官吏，明白暁諭，認真厳禁，自此以宣

　諭之後，個再有繋悪不良｝造言墨黒者，即重懸賞格，随時厳密訪摯，詳細訊究，除無知被誘不頂

　逆謀，准其量質未減漫事過投首並能指學魁党者，不予免罪並予察賞外，其首従各犯応接照謀逆定

　例，尽法懲治，如有旧誼首要出力之員弁，准択尤優奨，惟不得株連無睾致滋炉辺，倫該丈武胆絢

　顧忌緯訪不力，二曹将軍督撫，拠蔵出参，以期杜絶乱却而維大局」がそれである。因みに，嬌自

　由が陳天華について「民報出版末一月，値日本丈部省殉清公使所求，頒怖取締留学生規則」と述

　べているのも私見の妥当性をうらづける一資料と唱えよう。

・外乱「小村外交纏八章」・王難阪・鞍中国与日本響難」・併照・…

・立酒螺「青年会豆撒翻険並び・「帷民臨鮪革曲論」
・以上・諸翻・すべて鰍室蝶籍・あ・・秘帖議轍つ…洞礁籍・「清謙

一鮒唱酬豊漁之難題輔之経歴洞箒四「三精留」同鞘「概蝶面差乃至噺
　戸山報の折込み広告たる「編輯清議論全編縁起及凡例」の外，父公時「申国報学史」と林語堂「シ

ナに於け・論・欝囑舳「口話螺」・「横灘議馳・鮪益鯵考姻・な…

7　「青年会与引引義勇隊」所収。これによれば「前拠御史参奏，東京留学生已尽化為革命党，不

　可不加防備，又日本察鈎来奏，此間革命業已組成軍隊，将托拒俄一事分奔各地，前歳漢口唐才常

　一事，則託勤王以謀革命，此間則托拒俄以謀革命，其用意与唐才常相似，而党羽較密，編練尤厳

　各語，不勝詑異…前已筋察鈎，注大愛，於在目本東京留学生挙動，務加詳察，各直省地方官於留

　学生之返国者，亦暗為防堵，遍怖耳目，昨拠嚢世凱密摺，内言東京留学生若干人編練数軍，希図
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革命…朕以為該単生等既反日朝廷，朝廷亦不得妄為姑息，察別注大墜与在日本東京留学生，蹄可

時偵動静，地方督撫於各学生回国者，遇有行躍詫秘，訪聞有革命本心者，即可随時獲到，就地正

法，然亦須分別目口，不得護陥善良，此為朕万不得己，保全図本以固邦交至意云云」とあり北京

政府側の事情が可成りはっきりするが，諭告のうち，揖俄学生軍を目して唐才常自立軍事件と同

断とみている点は小論の第三章の歴史的由来の場含と相併考すると極めて明白となろう。

8　満清稗史所収，なお外務省記録：交書「在本邦清国留学生関係雑纂雑ノ部」所収の公信第ニニ九

号にも小田切万寿之助の報告がある。

9 革命逸螺「静会与拒凹凹隊門田嬉所収・「・吟歩楓筋肱鼻八一第
　一八五，第ニー一，第ニー一七号」

臨総雲尋常髭：曝葬＿＿＿＿当時
　のロシヤの行動については矢野仁一博±「日清戦役後支那外交史」も参考となろう。

・2「鮒鮫蟻八章」所収・小村・「対照交擁贈」
・3「二十世紀の怪物帝国主義」と「万朝報」藩（讐藷）

1耕鯖「躰・軍国蟻豆 ｳ肇」参照

15　当時の日本国内情勢の概観には，新聞集成明治編年史⑬⑫が簡便である。

・・光勢子閉業史料灘九一・軍齪電寄門燈謂警雪月28日」・の電諭・2・・春燈・東三

　省回収論に対してその不可を云ったもので当時の政府当局の意向を端的に示唆ずる史料である

　が，この外，推俄論者の雄たる張之洞の奏電が収録されていない点も注意に値しよう。

・・馨外物避八＿韓続出鯉・光緒腰竺パ王蝕「六＋鞍幅与躰細」・・
　参照

18新聞集成明治編年史⑫一九二頁所収

19順天時報641号の「時事録要」

20東華続録光緒朝一八○一v一一一八三のうちに頻出する界春燈の電奏やそれへの諭告例えば29年7月

　辛卯の条の奏摺に「惟是禍患之来，四一朝夕，推厭原始由町営伍廃弛者半，石肺吏：治廃弛者半，営

　伍之餐，実蘇元春一人F之云云」とか「伏工西之起也，非天特生一種目匪詞人也，民不安其生，挙全

　省之民皆層化弼為匪，幽門平也不能悉挙，…広西之乱，既由吏：治敗壊雨生，則広西之治必頼吏治

　澄清始可，擬懇天恩明降諭旨，厳戒広西官吏，嗣後如栃有圏価民湊負禁残酷者，即行厳弁云云」とか

　あり・之を秋7月甲申の条にある何逢時の「広西地処辺隠実関南彊全胤近年康瀾至此，兵久無

　功残賊生霊，為害最酷」という奏摺や8月丙辰に於ける何逢時の奏陳，冬10月乙丑の悸鱗鼎の奏陳

　にいう「方今広西匪乱末平，東三省理端方起，民心三惑巳極不安，若再以此擾之，則游勇会匪之

　徒，必且借端煽惑，効末箸而乱先回，誠不可不慮…擬請特降諭旨，筋令旨督撫，体察情形熟権利弊，

　妥議口弁，総以不擾民為第一要義，使天下皆暁然，於朝廷受養民生，慎重如此，則民心固結愛日

　伊深，尤有稗於時局云云」などに併考すれば事態の重大さが了解されるであろう。従て，12月辛

　亥の諭が

　「論軍機大臣等，隔日絹持益急，如党決裂，別処両難自当日簿弁法，除奉直下要各地方，応由

　北洋統簿布置派兵厳防外，所有沿海沿山沿辺一口，務須加意擁防慎固封守，各省匪党游勇伏葬孔多，

　誠恐妄造謡言，乗機作乱，致別国籍口復生胆変，尤宜預為防範，並筋属認真保護洋人財産教堂，

　個有好徒煽惑，却行厳筋懲弁，勿精疎虞」と云い同じく丙子の諭が局外中立の宣言をするのに併

　せて同様趣冨を述べたのはかかる国内情勢の如実な反映であったわけである。’なお，8月癸酉9

　月丁酉の論をみれば王之春以下地方官の大量処罰の事情がわかるQ
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矯無論鑓騰馨暴簿讐瓢室品濃講二藍雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　モデ
　則不足以応此大変」を知って焉鏡如を首侶者として一千人が「四民公会」をつくって政府官憲に

　対抗して民権の確立，輿論の結集を企図したことが報ぜられてある。当時に於ける紳商の動きを

　伝えるものとして，興味がある。

23新民麹舞・藤辮「醐怪盗同等二・政界辮「法入曽餓平縦晒舌・真瀦
耶洞彗・知事「法兵批難聞」同霧・「法噸求」

24右脚言・政矯評「雅腋　
＼

25　右報第二八号の政界時評「法人又請代我平乱奥」

　　右報霧・擁・雲南麗・同箋奪・獅・・図入干灘・」右端霧・妹一凶夷・

26右四聖号・批評門「法人轍欲煽舌L於葡惨照

27右記第葺の雑曲「港人電逐桂挺
　　　　　でデ
28順天時報409号「論説」

29　同右「論留学有益而無害」

30順天時報435号の「雑姐」にある「留学生之風気」はその選録である。

　　　　　　よ　31　史学雑誌お宅所載の拙稿「所謂口囲事件につv〕て」参照

32中山繕藷「伝略」孫細腰「戯曲WSII・「鯉建脱魂辮八章」

33軸逸螺・「棘鴎報「鯨獲麟幽門」・・磁離書軸軍鮒・際蝋大通
　で同謀失敗した秦力山が沈雲翔最元三揚廷棟揚言杭　雷奮　王寵恵　張継　唐才質　衛律燈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キングセル
　らと一九〇一年五月十日東京小石川区白山御殿町一一〇に事務所を設け英人経塞爾の名義で発刊

　したもので「革命仇満」の二大主義を宗旨とすると共に自立軍事件に於ける康有為梁啓超の態度

　を論難するところがあったという。

擁籍謬例細蟹領謙魏狸回議…
　28年に同時に東京で交遊したわけではなく，例えば，郷容との交渉は同書郷容伝にもある通り上

　海で愛国三社創設の折であり，国教仁との出会いも同書「畑町仁哀辞」や「対二朱」から想察す

　るとやや遅れるようである。なお，薦自由の「章太炎事略」によれば，孫文との面接は25年夏梁

　啓超に紹介されたのを最初とするという。してみれば章氏叢書の始識云云のいみは革命人として

　の自覚につながる甚だ内面的含みのある表現と解すべきであろう。因みに，張継との関係で注扇

　すべきは33年12月の「無政府主義序」や「総同盟罷工論序」であろう。

禦豊論難灘吏鞭鼠賊素線霜感熱蒙墓
　動報告」

37新聞集成明治編年史⑫三一頁の報知新聞記事参照，ここにいう康某なる一少女とは康有為の次

娠膿で・・まゆ・（駿羅1動画差脚

38呉稚暉「中山年系」己亥の条。

39新民叢書の発刊を27年冬とする説は父宅配のv・うところで基く処は梁啓超の「鄙入対於言論界

　之過虫及将来」にあ鶏ようであるが厳密にはむろん「三十自述」の云う通り28年1月が正しい。

40　これは毎月一回15日発行で洋装一八○頁の予定で山下町一五番地新小説社から出されたもので
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新購書讐25の広告によ才、ぼ

　　　　　す
　一　乱賊乱読，専在借小説家言，以発起国民政治思想，激属其愛国精神，一切淫狸鄙罫之香，有

　　傷徳育者，在所必読

　一　本底所登載各篇著訳朝風，但一切爆心結尾務求不損中国丈学之名誉

　一　本報丈言俗語参叩扉俗語之中，官話与讐語参用，但其書塩分某体部則全部一律を主要特色

　　とし，内容は，図画，論説，歴史小畔，政治小説，哲理科学小説，軍事小説，冒険小説，探偵

　　小説，霞網小説，語怪小説，劉記小説，伝奇体小説，世界名人逸事，楽府，剛直及広東戯訓に

　　わたらんことを期したもので，とPわけ，注目に値するのが「新中国未来記」である。これは

　　「旧中国未来記」が旧態依然たるままで行けば将来の申国の惨状が遂に外国の植民地と牝し五

　　十年後に至って辛じて一二省の革命が実現する有様であることを云わんとしたのに対し，義和

　　団事件の後，南方一省いち早く独立して完金な共和立憲政府をつくり各国と平等条約を結ぶの

　　に始まって，五十年の内に一一大聯邦共和国が建設され，東三省にも立憲君主国が出現して聯邦に

　　加入し，産業の開発油単の振興大いに進んで一大丈閉国となり，やがて，西蔵蒙吉の主権問題に

　　からんで日英米の三国と結んで網羅斯を撃破し同時に・シや虚無党を助けて専売政府を倒す，

　　更に又，植民地に於ける黄人虚礼問題の解決を計るべく手本フイリッピンと協同して欧米列国

　　と人種戦争の火蓋をきらんとしてハンガリーが調停に入り，ここに北京で万国平和会議の開催

　　となって両人種国陣営に平等と友好の条約が締結され大団円をつげるという構想なのである。

　　そこを一貫しているもの．は共和聯邦国の政治理念であP人種観念であり，平等と友好の所謂大

　　同思想であろう。而も満洲に君主立憲国の出現をいうところは清朝のありかたを示唆したもの

　　であり，所謂南方一省とは，恐らく湖南省か広東省に寓意したものと想像されるpレてみれば，

　　本書が語る大いなる政治ロマンが呉孫事件に趣こうする青年に与えた影響は蓋し甚大なものが

　　ゴあったであろ、うが，これに就て・漢民日「余響新居叢多冊・久久職工梁任公宗旨所在，．及読新

　　小説載糊置新中国未来記，中有仮托激烈出世去質問答辞一則・可知任公許旨伽在民族主義，与其

　　師康有為根本不同云云」余応四日「任公錐仮托小説中人物宣洩其酢見・然概称為急激派議論，捌口

　　声声黙頒光催・膿劉可燃目星属吾人祠講過」巌深蜘燃…薦
　　自由撫問旨い・峨…つて翻ていみ・・剥としてここ・あげ・お・・．・お一名

　　　　　　　　　　　　　

　　海外新中国とよぶ「桃源」という華僑を対象とした政治小説の構想もあわせて三部作とする考

　　えであったらしい。但し，この新小説報は第三号まで順調にでたがその後梁聖心の海外旅行の

　　ため数ケ月杜絶し29年5月から第四号以下を続刊している。
　　　　　　　第十42飲産室：交集　　　　　　　　　「初帰国演説辞」参照
　　　　　　　一冊
41　所論の基調の変化については，私見によれば，新民略報自身が，その第四年即ち光緒31年の回

　顧に「本年之新民叢報」と題して同年第一号以来掲載しつづけてきた開明専制論について「実今日

　救国惟一之方略也」と主張している点が特に注目に値すると思うが，いまは，ひとまず，小野川秀

　美助教授の「清末の思想と進化論」の詳論に従った。

・3舩振「中細鞭餐四」・鰭虹泳於・・言論醗罐課」参照
44咽盤割四所引・・た厭麟68・・693・　694号・「臆新書」鰹…

45縦舗響・広散よるとr瀧瀞一期u・内舗社説（国魂篇）葡（職蟻論公

　私篇）学術（政法，権理，教育，歴史）大勢（一般大勢，各国内情，趣東経営）．日本聞見録（日本

　財政致7去年之議院）小説（少年軍専制虎）新漸江与旧漸江（漸江：交明之概略）その他紀事雑録

　談叢白話等に分かれ，∵月二十日発行，洋装百八十頁，総発行所は上海申外日報館と東京神田駿
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　河台鈴木町十八支那留学生会館漸江同郷会雑誌部であり，第二期三期と次第に内容を整備して行

　つてV、る0

46　許寿裳「亡友魯迅印象記四」所収

47　傘寿裳「為所認識的魯迅」

48　周作人随筆集「魯迅についての二」

49　魯迅「現代シナに於ける孔子様」

51　魯迅「墳」］の「雑1意」この外魯迅の全集をひもとくと随処に清末留目学生の情景描写がみられ

　る0

50　黄強姦船頭は新小説の「広東戯本」の項に収められ，章氏叢書の文録巻二には「張三水集後

　序」や「書留身中丈蓑余後」があって後者には「己亥」の年を明記しておP，国民報より出版の

　秦力山「暴君政治」の内容には揚州十日，i嘉定三盛について論及され，ていたことなどがその例証

　である。

52章氏叢書の丈録補剛所収の「黄克強遣奥辞」　「勲一位前陸軍部総長黄鴛墓誌銘」，鵜自由「革

雑璽r・「獺酢額璋汲曜「繍鵬略」「瀧面当代名煉略上」・「黄
　興」など併照，但し華興会の成立時期につv・ては29年か30年か所説まちまちである。

53　順天時報312号所載の「四川奏派遊学章程」のうちの第五就堂七条の第五項にある遊学生の謹

　乱すべき学規に

　一　中学首綱常，西晒首倫理，当務忠君愛国之心，念忍辱負重之義，不得放言璋論，自忘南本

　一　当尊敬公使，慎択交游，不得結党聚会蝉：行無忌

　一　休暇日期，不得至酒楼妓館，鰻重衛生，無免物議

　の三条があb「以上の三則若し違背あれば一に公使の査知と学政の訪聞を経て却時に学費の支給

　を停止して帰国を命じ然るべく革懲する」旨規定している。而も，この四川省遊学章程は27年8

　月の上諭に於て江南湖北と共に嘉称された模範的章程であったのである。

・4東輔建鞍・28年・・月丁亥・於け・外綿・麹

55無難嫉騰・「重語民先生伝略」・革髄魂・「瓢韓賄凸起灘」「未入革命

　党前之胡漢民補述」併照

56　順天時報723号の来稿「駁某大臣所訂学章数剣」に「近年揚子江一帯学界之風潮，目激日烈，

　大都皆官立学堂之高才口唱椙而鼓舞之也」とあるのがその一例

57内緒政要巻二九所収

58　新民叢論第31号の溝隠門「学生義憤」の項

59順天時報409号の「時事録要」

6・薙翻攣一瓢・く「棚機大漁外務鯉血温縄麟前上海胆雑曲蜘
　招集不逞之徒，偶演革命諸邪説，已筋禁密弩等語，云芸」

・・縮舗釜・「鞘辮」・「愛騨社与鮪界之前途惨照

62同右難聴・「灘騨所収・「咽教育蛭体頬錨離」

63鞭叢報筆五・・国聞短評・聯・行入失蘇京朝・新噸東京・職（1：1）・欄

（lll）舗石㈹二禰（4・　8）・・併照

64　二六新聞（4．8）の「青年国民党と清公使」日本新聞（4．8）の「清国公使の答弁」によれば，

　両名の申入れは三月三十一日で面接したのは四月六日午後であり，質問事項は密書発送の有無と
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　内容とその影響についてである。．

66　同右所収

67　日本新聞（4．7）の「密書事件と外務省」と梁啓超の「行人失辞」「在本邦清国留学生関係雑纂

　雑ノ部」所収「在本邦察公使本邦へ留学生見合セノ意見本国外務部へ上申シタル件」関係文書

68　読売聴聞（4．10）の「某消息家の談」

69　中外通信の記事

70新騰報笙の余録門「南洋蝉戦出学始末彙記」と国恥評「南洋公営学生騨事件」
　　　　　　　す
・・新一報塞・瀦・・ち・「再鍋・一纏離公轄後翻瀬費沖州示馬副感
　且無既i髪」という問いに梁啓超のこたえたもの。

72革髄魂・「中国教育会与愛国学社」　「陳夢蚊事略」徽舗紫「囎難騰育界之箭

　途」参照，なお，内部事情というのは中国教育会派と南洋公学派との対立であP，排満民族主義

　イデオ・一グたる章柄麟都容に対する南洋公学派の分派運動で呉敬恒はこの時南洋公学派に味方

　したらしい。これについては右の史料の外章氏叢書「郷容伝」を併照のこと，因みに碑伝集補巻

　57の同伝は章氏叢書からとったものであろう。

73船脚「咽騨史鯉熱肌
74　同右書によれぽ「章嫡々駁専有為書」　（5。5）　「殺人主義即復仇主義以四万万人殺一人能不快

　心」（5．7）「満人九世説仇」　（5．23）．「客員篇」、（5．8）「特別要説東京留学生捏造上諭」（5。10）

　「読革命軍有男降女不降，生窮死不降，老齢小壁降，総之駆逐満人匡輔贈主」　（5，14）　「康有為

　耳鼻羅氏之関係」　（閏5．5）などがそれであるという。

75蝶鮫瀕料数だ「離焔継轍夕艦階離翻七＿「離日置月蒸湖瀦
　電」と清季外交史料172「郷督鴨方致人垣遵旨査禁長江一帯革命邪説電」同書：173「江督魏光比郷督

　端方致枢垣下禁上海愛国会職能弁郷雲等電」同「江督魏手掌致姫垣報租界肥土早来最為棘手工」

及蕨嫉・前糖羅静収・漁諺…う・ギ・・即澱磁縣飼に・楓最
　初無造作に逮捕しようとしてイギリス領事から租界の権利侵害として拒否され，あわてて所定の

　公式手つづきをとって逮捕出来たことや審理過程で苦心した次第などが伺われるが，こ才しを新艮

翻篁孕呂海獅敢与国賄戦耶個嚢「胸骨P具体概述・題すると一段・融・・

なお謎捕・緯について軸逸璽二・「呉稚暇上融解観が諦一団を1・ひ・

　が，但し「陳吉甫陳子及劉竜皆禁三年而出並未即解，独太炎受禁二年成為大名」とあるのは，成程他

　史料未見のことで注目に値いするものの章太炎を二年と誤っている点や中山年系で内報案に無関

　係を主張している点，愛国学社内部の紛糾で章柄麟と対立関係にあったことなどを考慮するとい

　ま全面的には信頼しかねるものがある。まして，章柄麟と郷容に＝重点のおかれたことが前述の諭

　告に明白なるに於てである。いまの場合，むしろ我々にとっては，竜積之の問罪理由に唐オ常自

　立軍事件参加がうたわれている点が興味深い。獄中に於ける章炬麟郷容の事清については「郷容

伝」・「徐懸勲平駝灘」（驚難）鯵考・・・…嫡劃塊叩嬬甲鱗一

　〇七号：文：書も併照のこと。

・・下押箋二・靴軍儲雛甥・魯・中国国罠顛毒三薯・

77父公・振前掲書所収，なお，当時，革命軍がいかに愛読さtレていたかについては，魯迅の「雑憶」

　や「章太炎先生に関する二，三のこと」並びに「胡適自伝」の「三，上海にて」の「この頃は梁

　さんの丈章が最も勢力のある時代」であったことと共に「王言君が郷容の革命軍を借りて来たの

　を私たち幾人かが廻覧したが誰も非常な感動を受け」夜，舎監巡廻の後「そっと起きては蝋燭を
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　つけ順番に一冊の革命軍をうつした云云」と革命軍の青年学生界に対する深甚な影響を活写して

　いるところに明らかであろう。

78雛「幅国眺史論三島」肌
79　同右

80　章氏叢書「検論巻八」所収。

81　右書の「丈録二二」

82舩振「中離敦隷熱
83薪尊報箋」診学界嚇喋報之進歩」
　　　　　　／＼万臨

84　地組「而己集」の「香港を生干す」同「鮮麗亭雑丈」の「病後雑談の余」

85舩振・醐毒轄誠
86撤瓢全蟷齢六「致鵡端署制台梁署樋台」

87小雛驚倒「興野鍵」

88防磁薪「乱国輯制台上脇大臣」

89革髄螺「肪鋳口彙編」「壬寅東京青年会」無・・4・

・・張爆公蝶糞繭四「急使・繭大・送二幅会及示稿・・年・胆日S

91　小村外交史第八章参照

92蔽報75冊（27年2月21日）嚇園集灘争鰍記」・於・・韓人・蹴

93　右の言口頒嶽仙舟演説

94　新聞集成朋治編年史⑪所収。当日は注康年が会長であったというが，日暦3月24日は清暦2月

　5日に当るからこの報知新聞の報道事実はおそらく張之洞の電腰にいう二回の会合のうち後者に

　属する際の記事であろう。

95国議報75冊の「中国近事」所収「志士演説」

96例えば・逆聴之洞篠（63）糠之洞書㈲張之溺趾醐会及・洋学蚊轍（66）駁

　后党逆賊張半半子蔭霧誕樫偽示（66）読光緒廿六年十二月初十日上諭謹註（73）弔烈士唐才常

（ll）恐嚇嚇歌栢（89）継聯烈≠文（・・）紐八月鰻鳴烈蚊（94）などそ・い

　くつかである。

97外側講嬬「明治恃ﾕ謂鞭各地顯雑件」所収「回天票匪・立会匪一関…件

　公信第
　一八日号」

98張嬢姪蝶謡三「揮輔螺会臼鞭蠣擁犯」「瀦使躰駄麟照会・鰍
　府将甲斐靖按律治罪」「啓出使目本国大臣請照会日本政府厳禁匪人来華」

99　外務省記録丈書右同書所収「機密第八号」の香港領事加藤本四郎の外務大臣曾彌荒助宛丈書

10e右丈書所収「秘第二八一号」の愛知県知事沖守国の外務大臣小村寿太郎宛丈書

101右：交書所収「乙秘第五九六号」：交書

102　同右「秘第二八一号」丈書

103同右「送第三九号，受第七三〇一号」文書の漠口領事瀬川浅之進報告

loa　同右「公信第一九〇号」文書「南尽及長江不穏ノ風説及ヒ張出洞トノ往復電報二関スル件」

105　同右「麟第二八一号」丈書

ユ06然のみならず革命逸史の救述によオしば事実，革命的意図が一部にあったよしを伝え且つ満清淑

疇謙人・陶繍・項暢爾穂雛・二骸が特派・繰・はそ・した・的のた脈難凱
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　を説得しようとしたためであったと述べている。だとすれば，北京政府の危惧警戒は当然至趣の

　ことであろう。なお，凋自由によればこの秘密がもれたのは王景芳が裏切つたからだという。

107この問題については近く拙論を発表する予定である。

10・厳騰＃98号

109順天時報723号の「来稿」

・1陳三門贈叶胴酢・鯵照
・・洞謡・82・胡柳噸轍嚢公蝶難「簿議約束鼓励遊学章程摺並清単」

i12中華民国開国前革命史笙七参照

　　　　　　　　　　　　　
113謎52・外「徽・伝・雛・中国国民党史稿編肇」及び「瀧鞭叢蔭徹・旧離卿・

・伝など併照

114壬寅東京青年会　青年会与拒俄義勇隊　東京軍國民教育会　秦蹴婆三略　参照
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Summary

A STUDY OF THE CHINESE STUDENT ARMY TO RESIST 

              CZARISM-RUSSIA

Kazumi  NAGAI*

              (Historical Institute, Faculty of Liberal Arts and  Science.  ) 

 This Article is a interim report of my study about the Sun Yat Sen Revolution 

which I have published already in a few article in Journal of Shinshu University. 

 I aimed in this Article to stateout concretely how things were going on in the 

Age of so-called Sun Yat Sen's earlier Revolution through the movement of Chinese 

Student Army to resist Czarism-Russia, especially the conditions them existent 

both in Peking Government and in the students party. Namely its content is as 

 fellows  : 

 The Student Army was organized by the Chinese resident students in Japanese 

school during the year previous to the Russo-Japanese War with an ardent wish 

to make resistance against Czarism, but it was rejected by Peking Government on 

the ground of its having a revolutionary tendency. Of course it was enough 

well-grounded that Peking Government rejected the demand of the students, after 

the series of revolutionary movement by which the Grout had been afflicted 

during the several previous years,  Tsai-chim Confidential Document In-

cident, Wu-Sun  (,s`-,  Yr;) Affair in the resident students party in Japanese schools 

and the patriotic society accident of Chang  ping-1M  (41M) group at Shanhai, 

especially when these movements had been found out to have derived from the 

Tang sai chang' s  -'g) Independence  Allay Affair at the Boxer Trouble 

more or less. 
 In such a manner the interrelation between Peking Government and the student 

party grew threatening day by day in spite of Liang chi-chaos'  (t-grg(Z) return 
to the absolutism. 

 The Base of Sun Yat Sen Revolution began to move brightly.  (1954.2.15) 

    Assistant Professor of Shinshu University.


